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平
成　

年
２
月　

日
の
本
会
議
に

２４

２１

お
い
て
予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ

れ
、
３
月
８
日
、
９
日
、　

日
、　
１２

１３

日
、　

日
、　

日
及
び　

日
の
委
員

１６

１９

２０

会
で
審
査
し
ま
し
た
。　

日
の
本
会

２３

議
で
は
起
立
採
決
の
結
果
、
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
月　

日
の
委
員
会
で
は

２０

予
算
に
対
す
る
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、

審
査
し
ま
し
た
。　

日
の
本
会
議
で

２３

は
修
正
案
と
組
替
え
動
議
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
起
立
少
数

に
よ
り
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

　

漢
人
明
子
（
み
ど
り
・
市
民
）

　

低
所
得
者
層
を
中
心
に
市
民
生
活

へ
の
大
き
な
打
撃
と
な
る
国
民
健
康

保
険
税
の　

％
超
の
大
幅
ア
ッ
プ
の

２０

一
方
で
、
職
員
の
地
域
手
当
は
国
基

準
を
超
え
、
住
居
手
当
の
支
給
限
度

額
は
都
基
準
の
倍
で
計
上
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
手
当
を
引
き
下
げ
、
国
民

健
康
保
険
の
増
税
を
抑
制
す
べ
き
だ
。

新
庁
舎
基
本
設
計
委
託
料
が
な
く
、

放
射
能
、
災
害
対
策
も
不
十
分
だ
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

　

宮
下
誠
（
公
明
党
）

　

災
害
時
備
蓄
品
の
拡
充
等
の
防
災

対
策
、
病
後
児
保
育
事
業
等
の
子
育

て
世
代
へ
の
応
援
、
女
性
特
有
の
が

ん
に
対
す
る
検
診
の
推
進
策
、
子
宮

頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
等
の
接
種
へ
の
公

費
助
成
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
へ

の
補
助
金
、
住
宅
用
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

機
器
へ
の
補
助
金
、
芸
術
文
化
振
興

の
た
め
の
経
費
、
ま
ち
づ
く
り
推
進

の
た
め
の
経
費
な
ど
、
評
価
で
き
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

森
戸
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

　

虚
厳
し
い
経
済
状
況
の
中
で
約
７

億
円
も
市
民
に
負
担
増
を
押
し
付
け

る
予
算
で
あ
る
。
許
大
型
開
発
事
業

や
リ
ー
ス
庁
舎
の
無
駄
遣
い
に
は
メ

ス
を
入
れ
ず
、
２
人
目
の
副
市
長
を

選
任
し
、
そ
の
た
め
千　

万
円
の
人

５００

件
費
を
増
や
し
た
。
距
市
民
に
は

「
財
政
が
厳
し
い
」
と
さ
さ
や
か
な

予
算
を
削
っ
て
い
る
。
市
民
に
冷
た

い
予
算
で
あ
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

　

中
根
三
枝
（
自
民
党
小
金
井
）

　

編
成
方
針
は
第
３
次
行
財
政
改
革

大
綱
の
目
的
を
実
現
す
る
こ
と
を
念

頭
に
第
４
次
基
本
構
想
・
前
期
基
本

計
画
の
推
進
を
目
指
す
予
算
と
位
置

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
諸
々
の
施
策

は
再
び
、
市
政
の
か
じ
取
り
役
と
な

っ
た
稲
葉
孝
彦
市
長
が
組
ま
れ
た
市

民
の
た
め
に
必
要
な
予
算
で
す
。
こ

れ
ら
を
執
行
す
る
こ
と
が
小
金
井
市

の
信
頼
回
復
に
繋
が
る
と
考
え
ま
す
。

 　

平
成　

年
２
月　

日
の
本
会
議
に

２４

２１

お
い
て
予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ

れ
、
３
月　

日
及
び　

日
の
委
員
会

１９

２０

で
審
査
し
ま
し
た
。　

日
の
本
会
議

２４

で
は
起
立
採
決
の
結
果
、
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
委
員
会
及
び
本
会
議
に
お

い
て
は
予
算
に
対
す
る
修
正
案
が
提

出
さ
れ
、
本
会
議
で
は
予
算
に
対
す

る
組
替
え
動
議
が
提
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
い
ず
れ
も
起
立
少
数
に
よ
り
否

決
さ
れ
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

　

田
頭
祐
子
（
み
ど
り
・
市
民
）

　

均
等
割
り
の
一
万
円
の
引
き
上
げ

は
家
族
が
多
い
世
帯
ほ
ど
高
負
担
。

所
得
格
差
に
配
慮
の
な
い
大
幅
値
上

げ
は
、
更
に
滞
納
者
や
生
活
保
護
を

増
や
す
。
高
額
納
税
者
の
滞
納
を
ゼ

ロ
に
し
、
年
収
に
応
じ
た
減
免
や
納

付
相
談
が
急
務
。
抜
本
的
な
収
納
対

策
も
取
ら
ず
国
や
都
基
準
を
超
え
た

職
員
手
当
を
支
給
。
市
民
負
担
を
強

い
る
安
易
な
値
上
は
容
認
で
き
な
い
。

 　

平
成　

年
２
月　

日
の
本
会
議
に

２４

２０

お
い
て
予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ

れ
、
３
月
８
日
、　

日
及
び　

日
の

１９

２０

委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。　

日
の

２３

本
会
議
で
は
起
立
採
決
の
結
果
、
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

年
度
内
の
最
終
補
正
予
算
と
な
る

た
め
、
今
回
の
補
正
予
算
内
容
は
契

約
差
金
及
び
不
用
額
等
の
計
数
整
理

を
主
な
目
的
と
し
て
予
算
編
成
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

　

遠
藤
百
合
子
（
自
民
党
小
金
井
）

平
成　

年
度
国
民
健
康

２４

保

険

特

別

会

計

予

算

平
成　

年
度
一
般
会
計

２３

補
正
予
算
（
第
９
回
）

　

社
会
保
障
関
連
経
費
の
自
然
増
は
、

計
画
的
か
つ
総
合
的
な
行
財
政
運
営

を
図
っ
て
い
く
上
で
も
、
非
常
に
重

要
な
課
題
で
あ
る
。
就
労
支
援
な
ど

の
自
立
支
援
の
更
な
る
推
進
が
必
要
。

　

市
税
収
入
の
大
幅
な
落
ち
込
み
や

社
会
保
障
関
連
経
費
の
自
然
増
で
一

般
財
源
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い

る
。
臨
時
財
政
対
策
債
の
追
加
発
行

は
良
と
す
る
。
以
上
で
賛
成
す
る
。

 　

平
成　

年
２
月　

日
の
本
会
議
に

２４

２１

お
い
て
、
総
務
企
画
委
員
会
に
付
託

し
、
３
月　

日
の
委
員
会
で
審
査
し

２１

ま
し
た
。

　

主
な
改
正
点
は
、
市
た
ば
こ
税
の

引
き
上
げ
、
退
職
所
得
の
所
得
割
に

係
る　

％
税
額
控
除
の
廃
止
、
個
人

１０

市
民
税
の
均
等
割
の
税
率
加
算
で
す
。

　

３
月　

日
の
本
会
議
で
は
、
採
決

２３

の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

片
山
薫
（
み
ど
り
・
市
民
）

　

二
年
後
か
ら
住
民
税
が
年
間　

円
５００

値
上
げ
と
な
る
。
都
と
あ
わ
せ
る
と

千
円
の
値
上
げ
で
あ
る
。
復
興
増
税

と
う
た
っ
て
い
る
が
、
被
災
地
の
復

興
に
は
使
わ
れ
ず
、
市
内
の
防
災
減

災
に
使
う
こ
と
に
な
る
が
、
事
業
計

画
も
立
っ
て
い
な
い
。
本
来
、
住
民

税
は
市
の
裁
量
で
決
め
ら
れ
る
。
国

が
一
律
に
決
め
る
こ
と
は
地
方
分
権

の
観
点
か
ら
も
問
題
で
あ
る
。

 　

２
月　

日
の
本
会
議
で
厚
生
文
教

２３

委
員
会
に
付
託
し
、
３
月
５
日
及
び

　

日
の
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。

２１
　

改
正
の
内
容
は
、
被
保
険
者
に
係

る
基
礎
課
税
額
の
所
得
割
額
の
あ
ん

分
率
及
び
均
等
割
額
の
改
定
と
、
均

等
割
額
の
減
額
の
改
定
で
す
。

小
金
井
市
市
税
条
例
の
一
部
を

改

正

す

る

条

例

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改

正

す

る

条

例

　

３
月　

日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

２３

採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

　

青
木
ひ
か
る
（
み
ど
り
・
市
民
）

　

第
１
に
、　

・
３
７
％
の
大
幅
な

２０

値
上
げ
を
内
容
と
し
て
い
る
。
第
２

に
、
値
上
げ
案
が
極
め
て
逆
進
性
が

強
い
。
第
３
に
、
来
年
度
予
算
案
に

お
い
て
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

が
極
め
て
低
く
な
っ
て
い
る
。
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
を
言
い
値
で
買
い
、

職
員
の
退
職
金
を
引
き
上
げ
な
が
ら

の
大
幅
値
上
げ
は
も
っ
て
の
外
で
あ

る
。
よ
っ
て
、
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

　

露
口
哲
治
（
自
民
党
小
金
井
）

　

一
般
会
計
か
ら
の
赤
字
補
て
ん
に

依
存
し
、
都
の
交
付
金
が
減
額
さ
れ

る
会
計
運
営
で
あ
っ
た
が
、
所
得
に

配
慮
し
、
多
摩　

市
平
均
に
近
づ
け

２６

た
改
正
と
な
る
。
今
後
、
健
康
づ
く

り
の
推
進
や
予
防
に
力
を
入
れ
、
医

療
費
削
減
施
策
の
充
実
を
図
る
こ
と
、

ま
た
、
国
・
都
に
対
し
て
は
、
市
町

村
の
特
性
に
合
っ
た
交
付
金
制
度
の

見
直
し
を
訴
え
て
い
く
こ
と
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

関
根
優
司
（
日
本
共
産
党
）

　

国
保
に
対
す
る
補
助
金
の
削
減
は

国
保
財
政
危
機
の
最
大
の
原
因
で
あ

る
。
そ
の
上
、
小
金
井
市
の
一
般
会

計
か
ら
国
保
会
計
へ
の
繰
入
金
は
三

多
摩
最
低
ク
ラ
ス
。
値
上
げ
の
根
拠

と
な
る
医
療
費
の
想
定
は
高
め
に
設

定
し
て
い
る
。
医
療
費
の
伸
び
の
見

込
み
を
下
げ
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
を
三
多
摩
平
均
に
ま
で
高
め
れ

ば
、
値
上
げ
は
必
要
な
い
。

 　

２
月　

日
の
本
会
議
で
厚
生
文
教

２３

委
員
会
に
付
託
し
、
３
月
５
日
及
び

　

日
の
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。

２１
　

改
正
の
内
容
は
、
第
５
期
介
護
保

介

護

福

祉

条

例

の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

険
事
業
計
画
の
策
定
に
伴
い
、
平
成

　

年
度
か
ら
平
成　

年
度
ま
で
の
介

２４

２６

護
保
険
料
を
改
定
す
る
と
と
も
に
、

介
護
保
険
料
率
の
特
例
を
定
め
る
も

の
で
す
。

　

３
月　

日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

２３

採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

　

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

　

反
対
の
理
由
は
、
介
護
保
険
料
の

値
上
げ
を
行
う
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

国
保
税
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
値
上
げ
な
ど
市
民
生
活
が
大
変
な

中
で
値
上
げ
す
べ
き
で
は
な
い
。
ま

た
、
介
護
保
険
制
度
の
サ
ー
ビ
ス
切

り
下
げ
の
内
容
が
反
映
さ
れ
市
と
し

て
支
援
の
努
力
が
必
要
だ
か
ら
で
あ

る
。
国
に
対
し
て
財
政
支
援
強
化
と

制
度
充
実
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

　

渡
辺
ふ
き
子
（
公
明
党
）

　

高
齢
者
人
口
の
増
に
伴
い
介
護
保

険
認
定
者
は
急
増
し
て
お
り
、
特
養

ホ
ー
ム
等
の
施
設
整
備
と
共
に
、
居

宅
介
護
の
拡
充
は
待
っ
た
な
し
で
あ

る
。
こ
の
度
の
改
定
は
６
年
振
り
の

大
幅
見
直
し
で
、
値
上
げ
幅
は
大
き

い
が
、
多
摩　

市
中
平
均
値
と
な
る
。

２６

今
後
、
更
な
る
介
護
予
防
の
普
及
と
、

負
担
に
見
合
っ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
切
に
要
望
す
る
。

 　

平
成　

年
２
月　

日
の
本
会
議
に

２４

２３

お
い
て
、
総
務
企
画
委
員
会
に
付
託

し
、
３
月　

日
の
委
員
会
で
審
査
し

２１

ま
し
た
。

　

３
月　

日
の
委
員
会
及
び　

日
の

２１

２３

本
会
議
で
同
趣
旨
の
修
正
案
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
否
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

３
月　

日
の
本
会
議
で
は
、
採
決

２３

の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

小
金
井
市
職
員
退
職
手
当
支
給
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

反
対
討
論
（
要
旨
）

　

渡
辺
大
三
（
み
ど
り
・
市
民
）

　

退
職
金
を
引
き
上
げ
る
内
容
に
な

っ
て
お
り
反
対
す
る
。
こ
の
条
例
案

が
可
決
さ
れ
る
と
、
３
月　

日
に
定

３１

年
退
職
す
る
職
員
の
退
職
金
が
総
額

で
千　

万
円
増
え
、
３
千
万
円
を
超

６００

え
る
職
員
が
１
人
か
ら
４
人
に
４
倍

増
と
な
る
。
退
職
給
付
で
は
、
官
が

民
を　

万
円
上
回
る
現
状
に
あ
る
こ

４００

と
を
考
慮
す
べ
き
だ
。
市
民
の
理
解

は
得
ら
れ
な
い
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

　

中
山
克
己
（
自
民
党
小
金
井
）

　

市
財
政
を
大
き
く
圧
迫
し
て
い
た

人
件
費
削
減
の
為
、
職
員
定
数
引
下

げ
、
新
規
採
用
抑
制
、
平
成　

年
４

２３

月
か
ら
職
員
給
料
表
見
直
し
等
で
歳

出
改
善
し
て
き
た
が
、
管
理
職
と
一

般
職
の
給
料
退
職
金
に
大
き
な
違
い

が
な
く
管
理
と
責
任
の
み
が
の
し
か

か
る
現
行
制
度
は
、
特
に
若
い
職
員

の
管
理
職
へ
の
無
関
心
が
問
題
視
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
を
改
善
す
る
も
の
。

 　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成　
２３

年　

月
に
不
動
産
登
記
が
完
了
し
た

１２
た
め
、
都
市
再
生
機
構
か
ら
引
き
渡

し
が
行
わ
れ
、
取
得
す
る
も
の
で
す
。

　

２
月
９
日
の
臨
時
会
で
は
、
採
決

の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
可
決
し

ま
し
た
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

　

小
林
正
樹
（
公
明
党
）

　

市
民
の
要
望
を
受
け
建
設
さ
れ
た

待
望
の
施
設
で
あ
る
。今
後
、市
民
サ

ー
ビ
ス
の
為
に
利
用
さ
れ
る
施
設
の

荷
捌
き
駐
車
場
や
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

コ
ー
ト
の
利
用
が
阻
害
さ
れ
る
事
は

考
え
に
く
い
が
、
平
成　

年　

月　

２３

１０

１２

日
の
Ｕ
Ｒ
の
約
束
は
社
会
通
念
上
大

変
に
重
い
も
の
で
あ
り
、
最
後
ま
で

責
任
を
果
た
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

強
く
要
望
し
、
本
議
案
に
賛
成
す
る
。

小
金
井
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
等
の

取

得

に

つ

い

て

審
議
し
た
主
な
議
案

一般会計　予算額
369億4,500万円
一般会計　予算額
369億4,500万円

歳  出

歳  入

市税
194億9,310万円

52.8%

市税
194億9,310万円

52.8%

民生費
148億8,749万円

40.3%

民生費
148億8,749万円

40.3%

市債 22億9,280万円 6.2%
国庫支出金
46億7,278万円 12.6%
都支出金
47憶3,393万円 12.8%
使用料及び手数料
9憶4,776万円 2.6%
その他
48憶464万円 13.0%

総務費 39億4,791万円 10.7%

消防費 15億5,133万円 4.2%
議会費 3億8,331万円 1.0%
その他 5億 678万円 1.4%

公債費 29億 800万円 7.8%
教育費 34億7,898万円 9.4%
衛生費 45億9,352万円 12.4%
土木費 46億8,768万円 12.7%

※千円の位を四捨五入して
いますので、金額及び構
成の合計が100％になら
ない場合があります。

平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算

２４


